
３　遺構の相対年代

　　　前節まで，何らの説明を加えることなく，平城宮関係の遺構を第１期～第Ｖ期の５期に区分

　　（廃絶後を含めると６期）して各々の記述を進めてきた。ここでは，記述の順序が前後することに

　　なるが，遺構相互の前後関係および同時存在についての記載を整理し，遺構の相対年代決定の

＊根拠を提示し，遺構についての事実報告の結びとしたい。

　　建物等の建つ地面の層位関係については，ほとんどが地山面で検出されており，したがって

　整地土上面で検出したものは少ないこと，場所にょって整地土が異なるため，特に遠く離れた

　遺構間では比較し得ないことから，ここでは問わないこととし，必要に応じて確実に層位関係

　から遺構の前後が知れるものについてのみ取り上げる。

ご;･　　まず，遺構相互の切り合いから前後関係の知れるものを抽出，ついで遺構の配置状況（造営

　方位，棟通り・柱筋の揃い，建物問の距離，柱問子法）・柱掘形の形態や埋土の類似性等にょって同

　時存在の明らかな遺構をグルーピングする。これらの他にも，切り合いはないが重複し，同時

　存在ではあり得ないばあいがあり，傍証となる。以下の表示では→は前後を，……Qよ継続

　を，い剥司時存在の可能性をあらわす。

＊前後関係　遺構相互の切り合い関係にょって前後を決めることができるものを列挙する。

　　　　　　　　　　　　／S B6173-夕S B6454

　　　　S B 6450　S B 6175→S Ｂ6460

　　　　　　　　S Ｂ6415

　　　　　S B6195→S B6190

　　　　ｽﾞs B6385→s B 6381

S B 6425 ／
　　　　べs Ｂ 6420

　　　　　S Ｂ 6386

s B6170で

S A 3686 ／

S B5951→S B6168→S B6401

S Ｂ6165

S K 6350→S B

゛S B6120

S B6401

S K6397

S B6172→S B 6175→S B 6173→S B 6464

S B6180→S 156185→S B6386
　　　　　　　　　へ

s B634()

S A 6341→S B6345

S B 6403→S Ｂ 6400

卵



Ｓ

4つ

一一。4j

浙二

八(≪17T 1‘

H 69. 40 in

　一一-

- -

_ ﾐ 〃

戸半竺

卜6'180ni

64

Å

Å

sa:-!';^!'

白三］

■　　１･　．，　　ｌ

‾叉二ふ

。

工
ふ
1
9
.
４
０
r
"

H69. 50ni

H69. 50ni

（

-

ｺ‾‾‾'-ヽ言

。。。:ﾚ

ｾﾞﾗ……｀?
-一

_Ｔコ

‘゛･゛づ卜Ｊ'一万
万

一-。

- 一 一

Fig. 21　柱穴の切り合い関係
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同時存在　確実に同じ計画によって造営されたと思われる遺構をグルーピングする。

S B 5956= S B 6450= S B 6180
　　　　　　　　11

　　　　　　S B 6425= S B6330

S B 6460　　　　S B 6469
　　11　　　　　　　　‖

S Ｂ 6173　　　　S Ｂ9552
　　11　　　　　　　　11

S Ｂ6401　　　　　SＢ6386

　　　　　　　　　　　11

　　　　　　　　S B5945

S Ｂ 3690　　　　S Ｂ 6130

　　11　　　　　　　　11
S Ｂ 6100　　　　S Ｂ 6141

１ Ｈ

S B6385

　　　11

S B6195

　　　11

S Ｂ 6185

　　　11

S A 6341

S Ｂ 6172

　　　11

S B5951

S B 6420= S B6451

　　　11

S B6381
　　　1!

S B6190

　　　11　　卜

S A 6186　S B 6340
　　　11　　　　　11
S A 6455　S B 6345

　　　11

S A 6456

　　　‖
S A6317
　　　11

S A6318
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S Ｂ 6120

　　　11

S Ｂ 6140

　　　11
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S Ｂ 6175
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　　　11

S Ｂ 6400
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